
款 項 目 6 款 項 目 1

細
節

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 企画課 係名 企画企画振興係長係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 1 持続可能なちいきづくりに向けた戦略拠点形成事業

【経費内訳】　

2 1 12 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 燃料費・修繕費 56 Ｒ４　臨時交付金 8,401

11 役務費 27 一般財源 4,501

12 委託料 770

13 工事請負費 1,837

17 備品購入 212

18 補助金 10,000

18

計 12,902 計 12,902

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

ポストコロナ時代への対応として整備したコワーキング施設「すこやか福祉センターＨＵＢ」を、域内経済の好循環を創出
するための拠点として位置づけ、感染対策・ＢＣＰ対策等を講じる都市圏企業への利用促進を図るとともに、地元企業と
の交流を促すことによる新たなビジネスの創出を目指す。また、「ワ―ケーション」「町民の新たな働き方」の推奨のため、
人材交流による官民連携強化を図り、持続的に新しい人の流れをつくり、「町民が安心して暮らせる町」「自然環境の保
全」「地域経済の好循環・活性化」の確立を図る。同時に、コロナ禍で影響を受け、遊休資産となった施設を有する域内
事業者に対し、新たなテレワーク施設や宿泊施設へ改修する経費への助成を実施、また公の施設「せとうち物産館」の2
階会議室にリモート環境を構築し、幅広なテレワークニーズへの対応をすることで、域内受入態勢の強化を図る。

具体的な
施策内容

せとうち物産館２Ｆ会議室無線LAN整備
個別ブース空調（空気改善機能付き）工事
コミュニティデザイン形成事業
空間リニューアル助成事業

・コミュニティデザイン形成事業補助金：7,000千円
　整備したすこやか福祉センターHUBを、指定管理者制度により運営。年間利用者数：1,503人、年間利用契
　約企業数：９団体となり、年度当初設定した目標を上回った。引き続き町内はもちろん、町外の企業やワー
　ケーションに利用いただき、交流人口拡大を図り、新型コロナウイルス感染症により疲弊した地域経済の活
　性化を図る。
・空間リニューアル助成事業補助金：3,000千円
　本町への交流人口拡大を図るため、空き家や民家を改修し、宿泊施設の整備費やインターネット環境整備
　費について助成。交付申請：５件、交付決定：３件（ワ―ケーション・テレワーク施設）。今後これまで当該事
　業で整備した施設と、すこやか福祉センターHUBが情報共有し連携した取組を図っていく。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 企画課 係名 産業立地
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 3 ドローン活用によるスマートタウン推進事業

2 1 20 事業
（単位：千円）

14
21

2
1

1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 普通旅費 276 013 デジタル田園都市国家構想推進交付金 50,000

18 ドローン活用によるスマートタウン推進事業負担金 100,000 008 地方創生臨時交付金 40,000

010 (過疎債)ドローン活用によるスマートタウン推進事業 10,000

（一般財源） 276

計 100,276 計 100,276

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内町における地域課題（物流、子育て、防災・災害復旧、観光、農林水産物等）の解決を目指
すとともに、新型コロナウィルス感染拡大に対応するため、非接触・非対面の輸送を可能にするド
ローンの技術を活用し、「新たな生活スタイルの確立」を図っていく。

具体的な
施策内容

災害時対応
　・LINEチャットボットアプリの導入検討・地域防災計画の改正案作成・防災会議への参画
平時対応
　・新聞配送の調整・医薬品配送の調整・給食配送に向けた関係各所との連携
その他
　・LLC事業体設立の調整・基地局の整備・ハイエースの改造・ドローン教室の実施

●R4年度はデジタル田園都市国家構想推進交付金を活用し、ドローン物流の実証事業を行うとともに、中高生
向けにドローン教室による人材育成を図る取組も行った。また、瀬戸内町エアモビリティ推進協議会の構成企業
だけでなく、新たに物流分野でセイノーＨＤ、通信環境分野でＫＤＤＩ、気象観測分野でウェザーニュース社などに
も参画いただき、ドローン事業の連携強化が図られた。



款 項 目 4 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 水産観光課 係名 水産振興係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 4 公共空間の安全・安心確保事業

【経費内訳】　

6 3 2 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 1,056 R4 臨時交付金 1,055

一般財源 1

計 1,056 計 1,056

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町の古仁屋漁港に到着する定期船（鹿児島航路フェリー）の下船客等に対し簡易体温測定を実
施し、新型コロナウイルス感染に関する検査体制の強化することにより、本町へのウイルス感染侵入
防止を図り、地域住民の安全と生活安定の確保に寄与できる。

具体的な
施策内容

古仁屋漁港に到着する下船客に対する簡易体温測定業務を委託した。
37.5度以上の体温が感知された場合は、任意でアンケートに記載をお願いし、町の保健福祉課へ
情報提供を行ったほか、名瀬保健所の相談先などが記載されたチラシを配布した。

●令和４年４月～令和５年１月まで事業において、のべ1,012人を検温し、５人に対してチラシの配布及び関係機関
への連絡を実施した。新型コロナウイルスの感染を早期に発見することで感染拡大を防ぎ、住民生活の安心安全
につなげることができた。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 議会事務局 係名 議事庶務係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 5 会議等空間感染防止対策事業

1 1 1 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 備品購入費 5,225 地方創生臨時交付金 5,225

計 5,225 計 5,225

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

　会議等における新型コロナウイルス感染症対策として、マイクシステムを導入することにより、各種会議や委
員会等において、司会者及び発言者がそれぞれにマイクを利用することで、衛生的な管理を保持するととも
に、感染症拡大防止対策につなげる。

具体的な
施策内容

当事業は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した、令和４年度の事業
（５，２２５千円）である。
小中規模会議等（１０～４０名）での感染症拡大防止を目指した。
マイクシステム一式の導入
　①マイク２０本、②充電ステーション２基、③アクセスポイント１基、④格納台１台

●マイクの使い回しが減り、感染症拡大防止対策が強化された。
●各種会議の運営がスムーズになった。
●音質が改善されたことで、会議録作成の業務効率が高まった。
●自由に持ち運べ、設置も簡単なため、場所を問わず活用できる。
・導入後約半年で５０回ほどの利用の実績があった。今後は、さらに周知を展開し、各課及び各種団体への利用促
進を図りたい。



款 項 目 3 款 項 目

細
節

2

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 総務課 係名 危機管理係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 6 避難所感染防止対策事業

【経費内訳】　

9 1 5 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名 金額

10 消耗品費 8,001 地方創生臨時交付金 8,001

計 8,001 計 8,001

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
避難所での、新型コロナウイルス感染症などの拡大防止対策の強化を図るため備品の整備を行
う。

具体的な
施策内容

避難所用備品として、簡易段ボールベット400個、感染対策用テント（屋内用）80個、
避難者用エアーマット500個を購入し各避難所へ配備した。

●町内の避難所（集会所）における避難者の負担軽減と感染防止対策が強化された。



款 項 目 6 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 水産観光課 係名 観光振興係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 7 持続可能な自然環境形成事業（ダイビングスポット整備事業）

【経費内訳】　

7 1 3 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 6,809 Ｒ４　臨時交付金 6,809

計 6,809 計 6,809

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

　世界自然遺産登録地である本町は、１つの町で海峡を有する全国唯一の自治体であり、その「大島海峡」
では、本町の誇る海洋資源として、生物多様性や、各種アクティビティ体験などの活用が図られている。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として、本町への観光者受入の制限を図ることにより、
主要産業の一つである観光経済面において、関連事業者は打撃を受けている現状がある。
　そのような中、ポストコロナにおいて、美しい自然資源を有効活用した自然体験型観光メニューの利用満足
度向上による観光客の誘客・滞在促進充実を図ること、またコロナ感染拡大への対応としての経済支援・生
活支援に必要な施設を整備することを目的として、当事業を実施する。

具体的な
施策内容

　大島海峡内のダイビングポイントにおいて、荒天時でも対応ができる「係留ブイ」、既存の２３カ所の点検・補
修と、新たに１３カ所の設置を行い、投錨等のサンゴ礁破壊防止策を行いながら、世界自然遺産登録により増
えることが予想される観光客の安全な受入れ、観光客の分散化、ダイビングとシュノーケル業者の連携、サン
ゴ礁の保全を図る。
　また、併せて、ホノホシ海岸やヤドリ浜、西古見ナハンマ公園等の海岸漂着ゴミの清掃を委託実施すること
で、コロナ禍の中苦慮しているダイビング業者等への支援とし、雇用の維持を図る。
①係留ブイ補修及び新設
　　大島海峡内外２３カ所の係留ブイの補修と１３カ所の係留ブイの新設
②漂着ゴミの清掃
　　ホノホシ海岸、ヤドリ浜、白浜、スリ浜、渡連海岸、徳浜海岸、実久海岸、西古見ナハンマ海岸他

●委託業務内容として組み込まれていた、ダイビングポイントである町内３６箇所の「係留ブイ」設置及び町内８箇
所の海岸清掃を奄美せとうち観光協会に委託し計画通り実施できた。（R5.3.17目的物引き渡し）
●重要なことは今後もしっかりとした管理体制のもと、今回設置した係留ブイを自然体験型観光メニューとして各
観光業者が活用していくことである。そのことを目的に、R5.5.9に４者協議（瀬戸内漁協、瀬戸内町海を守る会、
奄美せとうち観光協会、瀬戸内町役場）を行い、今後の維持管理体制について下記の内容で協議書をまとめた。
　・それぞれの団体が利用する係留ブイの振り分け
　・各団体の設備の維持管理責任分担（管理団体による維持管理経費の徴収）
　・設備が消失した場合の対応
　・その他利用に関して、各業者が遵守すべき事項



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 商工交通課 係名 商工交通係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 8 鹿児島県新型コロナウイルス感染症対策時短要請協力金事業

【経費内訳】　

7 1 11 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助金及び交付金 14,162 Ｒ４地方創生臨時交付金 14,162

計 14,162 計 14,162

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
新型コロナウイルス感染症拡大を防止するため、県の要請に応じ、営業時間の短縮に協力した事
業者に対して、協力金を支給する。

具体的な
施策内容

営業時間短縮要請対象区域において、通常営業として２０時～朝５時の時間帯を含む営業を行う
飲食店を運営する事業者であって、県の要請に応じて、すべての期間、営業時間短縮に協力いた
だいた方。
令和4年1月８日・19日要請分
　１日当たりの協力金額（2.5～7.5万円）×要請期間（16日間）
令和4年１月２５日要請分
　非認証店
　　１日当たりの協力金額（2.5～7.5万円）×要請期間（25日間）
　認証店（選択制）
　20時までの営業時間短縮（酒類提供不可）
　　1日当たりの協力金額（3～10万円）×要請期間（25日間）　
　21時までの営業時間短縮（酒類提供可）
　　1日当たりの協力金額（2.5～7.5万円）×要請期間（25日間）
令和4年2月18日要請分（14日間）
　非認証店
　　１日当たりの協力金額（2.5～7.5万円）×要請期間（14日間）
　認証店（選択制）
　20時までの営業時間短縮（酒類提供不可）
　　1日当たりの協力金額（3～10万円）×要請期間（14日間）　
　21時までの営業時間短縮（酒類提供可）
　　1日当たりの協力金額（2.5～7.5万円）×要請期間（14日間）
   瀬戸内町負担金額合計　14,162千円

新型コロナウイルス感染症拡大を防止するため、県の要請に応じ、営業時間の短縮に協力した事業者に対して、
協力金を支給することにより、感染症拡大防止を図ることができた。



款 項 目 5 款 項 目

細
節

2

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 商工交通課 係名 商工交通係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 9 新型コロナ対策利子補給事業

【経費内訳】　

7 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 新型コロナ対策利子補給 3,863 Ｒ４地方創生臨時交付金 3,863

計 3,863 計 3,863

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
新型コロナウイルス感染症の影響により売り上げが減少した事業者を対象に、３年間の利子補給を
実施し投資資金や運転資金の確保を図る。

具体的な
施策内容

貸付上限 ： 4,000万円
措置期間 ： 最大３年間
利子補給期間 ： 融資実施日から起算して最大３年間
対象借入期間 ： 令和３年４月１日以降に借入申込、令和４年３月３１日までに借入を完了したもの

町内で事業を営んでいる創業３か月以上の中小企業者等で、新型コロナウイルス感染症の影響により経営に支
障をきたしている１４事業所に対し、利子の補給を行えたことにより、経営安定化に役立たれた。



款 項 目 4 款 項 目

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 保健福祉課 係名 保健予防係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 11 新型コロナウイルス感染症検査費助成事業

【経費内訳】　

4 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 検査体制助成費 2,886 Ｒ４　臨時交付金 2,705

一般財源 181

計 2,886 計 2,886

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
　新型コロナウイルスに感染した者の早期発見と感染拡大防止を図るため、受診・相談センター（保健所）又
はかかりつけ医においてPCR検査等を受けた者に対し、PCR検査等に要した費用の自己負担を助成すること
を目的とする。

具体的な
施策内容

　・　PCR検査自費分4,000円（上限）
　・　4,000円×700名＝2,800千円

●　実績　１，084名
　　検査費用を助成することにより、個人負担の軽減が図られた。



款 項 目 4 款 項 目

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 保健福祉課 係名 保健予防係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 12 公共的空間安全・安心確保事業

【経費内訳】　

4 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 水際対策事業 2,405 Ｒ４　臨時交付金 2,405

計 2,405 計 2,405

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
　新型コロナウイルスなど感染症拡大防止に係る水際対策としてサーモグラフィーによる検温を実施し、感
染拡大防止を目的とする。

具体的な
施策内容

　広域で実施する水際対策に係る人件費に対する本町負担金
　負担割合は、奄美群島広域事務組合の負担金算出方法に基づく。（５市町村）
　瀬戸内町負担割　8.44パーセント（予定）
　2,896千円（奄美空港・名瀬港）
　奄美空港・名瀬港での検温を実施する者

●奄美空港及び名瀬港において、新型コロナウイルスなど感染症拡大防止に係る水際対策としてサーモグラ
フィーによる検温を実施することにより、感染拡大防止に努めた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 企画課 係名 産業立地係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 13 密集軽減のための輸送能力増強事業(古仁屋高校寮車両)

【経費内訳】　

10 1 4 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 1_車両 3,157 Ｒ４　臨時交付金 3,156

一般財源 1

計 3,157 計 3,157

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
古仁屋高校寮生の多くが島外出身のため、長期休暇から帰省した際の感染防止対策の徹底を図
りながら、寮生の送迎や、教育・体験活動を充実することができる。

具体的な
施策内容

寮生のほとんどが夏期・冬期休暇などに帰省する中、新型コロナウイルス感染防止対策の徹底を
図るため、帰省した生徒とそれ以外の生徒との一定期間接触を制限する措置をとるため。また、高
校寮専用車両を１台増車することにより、感染防止対策を図りながら、寮生の教育・体験活動を他
の自宅通学生などと同等に、負担が少なく受講できることに繋げることができる。

●高校寮専用車両を１台増車することにより、感染防止対策を図りながら、寮生の教育・体験活動を他の自宅通学
生などと同等に負担が少なく受講できることに繋げることができた。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 保健福祉課 係名 庶務・医事係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 特別会計 会計名 巡回診療施設特別会計

事業名 14 医療提供体制整備事業

【経費内訳】　

1 1 1 事業
（単位：千円）

3 1 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 備品購入費 1,431 1 地方創生臨時交付金 1,431

計 1,431 計 1,431

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 新型コロナウィルスの検査機器を導入することにより迅速な感染対策を図ることができる。

具体的な
施策内容

備品購入（PCR検査機器）…１台

●新型コロナウィルスの検査機器（PCR検査機器）を導入したことにより迅速な感染対策を図ることができた。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 保健福祉課 係名 地域支援係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 15 医療介護連携推進協議会継続支援事業

【経費内訳】　

3 1 8 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 リモート会議配信機材一式 880 Ｒ４　臨時交付金 880

計 880 計 880

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

（目的）新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として会議等へ参加できない方への対応の一環として、町
内各医療機関や福祉施設、介護サービス事業所とハイブリット形式での推進協議会を開催可能とすること
で、計画的・継続的な町内の連携及び人材育成を図る。
（効果）感染状況に左右されず、継続した協議会の開催ができる。集合形式の研修会等への出席を控えて
いる事業所の医療・介護専門職等が参加できる場の形成。離島で勤務している専門職等の連携及び人材
育成。

具体的な
施策内容

感染状況に左右されない継続した協議会の開催、離島で勤務している専門職の人材育成、近隣
市町村との連携強化を目的とし、ハイブリット式での協議会開催を目指した。

●R4年度において、災害時の薬剤師の役割と平常時からの連携について在宅医療・介護連携推進協議会で研修
会を実施。名瀬管内の薬剤師会との連携をも図れ、webでの参加も多数あり。特に介護施設に従事するスタッフ
は集合すること自体が難しく、ハイブリット形式でよかったとの反応あり。
　新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、以前の様な感染対策は重要視されなくなっているが、シフト勤務の
多い医療機関、介護施設の専門職、地理的に参加が困難な離島の専門職の協議会や研修会への活用や、遠方に
住んでいる家族の面接での活用等行っていく予定である。



款 項 目 11 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 水産観光課 係名 水産振興係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 16 令和４年度漁船漁業燃油緊急対策事業

【経費内訳】　

6 3 1 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 委託料 2,736 R4 臨時交付金 2,736

計 2,736 計 2,736

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
コロナ禍における漁価の低下や燃油価格の上昇に直面する漁業者の負担を軽減し、海産物の安
定供給を支援する。

具体的な
施策内容

50万以上の水揚げがある漁業者に対し、燃油価格の10％を補助した。

●令和４年４月～令和５年３月まで事業を実施し、18隻の漁船が利用した。コロナ禍による燃油価格高騰の影響を
軽減することが出来た。



款 項 目 5 款 項 目 1

細
節

1

1

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 水産観光課 係名 観光振興係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 17 コロナを乗り越えよう花火事業

【経費内訳】　

7 1 4 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料（花火打上） 3,300 Ｒ４　臨時交付金 3,597

12 委託料（花火警備） 198

13 使用料及び賃借料（車両船舶借上料） 99

計 3,597 計 3,597

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、地域経済の景気の低迷、町民の不安による心身の消耗、ま
た各イベントが中止や縮小になっているため、町全体の活力向上にむけて、花火を打ち上げ、地域経済の活
性化やコロナウイルス収束祈願及び町民に明るい気持ちと元気を取り戻しコロナを乗り越えようという目的の
事業である。

具体的な
施策内容

①花火の打ち上げ業務について、専門業者へ委託を行い実施する。
②花火打ち上げに伴い、町民の安全確保（三密対策の呼びかけ等）を念頭に、警備業務委託を行う。

●花火打ち上げ業務委託は、専門業種として指名願いが提出されていた２社による入札を行い、委託業者を決
定、実施した。本年度は台船から（古仁屋漁港近くの海域）の花火打ち上げとした。（R4.8.21実施）
●警備業務については、みなと祭り協賛会会員でもあり、会員の中でも年齢層が最も若く、夜間警備または緊急
時の対応や適応が迅速であり安全性が確保される理由をもって古仁屋青年団に委託し実施した。
●コロナ禍で本町内の各イベントが中止される中、交付金を活用し、打ち上げ花火だけでも実施することができ、
町全体の活力向上と地域経済の活性化やコロナウイルス収束祈願及び町民に明るい気持ちと元気を取り戻すと
いう目的は達成できたと思われる。ただし、今後の打ち上げ花火イベントに関しても、実施することだけを考慮す
るのでは無く、その目的や財源（通常実施するならば町民からの寄付金）を十分に勘案し、規模も含め検討しなが
ら取り組んでいかなければならない。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 水産観光課 係名 観光振興係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 18 持続可能な自然環境形成事業（自然探検ルート調査・外来種駆除等）

【経費内訳】　

2 1 15 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 5,484 Ｒ４　臨時交付金 5,483

一般財源 1

計 5,484 計 5,484

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

　本町では、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策による観光需要の落ち込みがみられる現状である。
アフターコロナに向けたエコツアーや観光業事業者等の世界自然遺産登録地としての観光充実化のため、新
しいルートの設定及び外来種駆除等を委託し、関連事業者の閑散期における経済的な支援としつつ、更に、
自然環境生態系の保全と魅力向上が図られることにより、コロナ終息期において美しい自然資源を有効活用
した自然体験型観光メニュー利用の満足度向上による観光客の誘客・滞在促進に繋げられる。

具体的な
施策内容

①自然探検ルート調査
②外来種駆除等

●瀬戸内町世界遺産体験ルート策定を目的に、昨年度までの調査結果を基に本町内に９つの新ルートを提案、専
門家が出席しての策定検討委員会（R4.12.5実施）を経て、各ルートの懸念事項等を洗い出した。後に、行政関係
者や実際のガイド案内業者が参加するモニターツアーを実施（R5.1.21～１．２３）し、美しい自然資源を有効活用し
た自然体験型観光メニュー利用として活用可能な２ルートを選定した。今後は、この２ルートを中心に、奄美市金
作原のオーバーユース解消も視野に置きながら、利用に関してのルール作り等を確実に行っていき、新しい南部
の観光の中心として活用できるよう進めていく必要がある。
●過去に行ってきた外来種駆除の効果を維持できるよう、計６４回の駆除作業を実施した。外来種の駆除に関して
は、その根絶自体は難しいものの、持続的に圧力をかけながら生息域の広がりを抑え、生物多様性に富んだ奄美
の自然環境を守っていくことが重要であり、今後も継続して事業を実施していく必要がある。



款 項 目 4 款 項 目 1

細
節

1

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 教委総務課 係名 学校教育
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 19 教育環境施設整備

【経費内訳】　

10 2 1 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 2,828 Ｒ４　臨時交付金 9,227

17 備品購入費 6,400

一般財源 1

計 9,228 計 9,228

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

①町内各小中学校（本島側）特別教室へのエアコン設置
新型コロナウイルス感染防止対策として、教室内空調整備を行う。世界的に異常気象も問題となっており、特
に冬場などは，寒さにより窓を閉じていることが多く、換気を躊躇することにより感染対策がおろそかになる。
当事業によるエアコン整備により、新型コロナウイルスなどの感染防止対策を図りながら児童生徒の健康管
理，体調管理を行い、安心安全な教育環境の構築を図る。
②6,400,900円
③対象数22個所、単価290,950円＝6,400,900円
④町内各小中学校（瀬戸内町）　　Ｄ欄＝1千円：一財

具体的な
施策内容

町内小中学校（１７か所）、２２台を整備し感染防止対策、熱中症予防対策を行った。

R4年度に整備を行ったことにより、児童生徒の学習環境が向上し、ストレス緩和や感染防止対策にもつながり、新型コロ
ナウイルス対策にも繋がった。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 教委総務課 係名 総務係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 20 学校施設環境改善交付金（給食費負担軽減事業）

【経費内訳】　

10 6 2 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 賄材料費 4,957 Ｒ４　臨時交付金 4,956

一般財源 1

計 4,957 計 4,957

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

①学校給食等負担軽減
　コロナ禍における物価高騰に直面する賄材料費の原材料費の高騰による保護者負担の軽減（教職員は
除く）を支援するものである。
②4,956,980円
③（対象人員843名×1食単価30円×給食実施数196日）＋140円（調整金）
④町内小中学校保護者等　※Ｄ欄＝１千円＝一財

具体的な
施策内容

コロナ禍における物価高騰に直面する賄材料費の原材料費高騰による給食費等保護者負担の
軽減（教職員は除く）を支援を行った。

●本事業の実施により「学校給食衛生間基準」・「大量調理施設衛生管理マニュアル」に基準を満たしたＨＡＣＣＰの概
念を遵守した施設となり児童・生徒が安全で安心できる給食の提供が図られた。



款 項 目 400000 款 項 目
1
1

細
節

02

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 商工交通課 係名 商工交通係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 23 令和４年度瀬戸内町地域消費喚起プレミアム商品券事業

【経費内訳】　

7 1 2 事業
（単位：千円）

15
14

2
2

5
1

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 001_地域消費喚起プレミアム商品券事業 26,597 014 地域消費喚起プレミアム商品券事業補助金 17,508

Ｒ４　臨時交付金 8,000

（一般財源） 1,089

計 26,597 計 26,597

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

新型コロナウイルス感染症は、未だ収束がみられず、燃油価格・物価高騰の影響も重なり、町民の購買意欲
が減少している現状がある。そのような中、鹿児島県地域消費喚起プレミアム事業プレミアム率40％へさらに
20％上乗せしたプレミアム率60％（通常10％に50％上乗せ）の商品券を販売することにより、町民家計への支
援、地元消費拡大、地域の消費喚起による経済活性化を図る。

具体的な
施策内容

　発行総額 66,784千円　原資の41,740千円にプレミアム率60%　25,044千円を加算
　販売金額：1冊　10,000円（500円券×32枚）
　（1冊16,000円分の商品券を10,000円、4,174冊販売）　

●国・県の事業を活用したことで、プレミアム率が高かったため、多くの方に購入いただき、経済効果も大きい事
業となった。
　事業所からは、「普段買いに来られない方が購入に来られた。」「地元の事業者はとても助かっているので、今
後も続けて欲しい。」等、事業について好意的な意見が多かった。発行総額66,784,000円が地元で使用されるこ
とで、町民の家計への支援は勿論、物価高騰による売上減少・利益減少に苦しむ事業所にとっても大きな経済効
果となり消費喚起が図られた。



款 項 目 2 款 項 目

細
節

2

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 瀬戸内消防分署 係名 救急係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 25 医療従事者等安全確保対策事業

【経費内訳】　

9 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品費 1,870

17 備品購入費 830

R4地方創生臨時交付金 2,699

(一般財源） 1

計 2,700 計 2,700

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
救急活動において新型コロナウィルス感染症陽性者及び，疑いのある傷病者を搬送することから隊
員及び関係者への感染対策を実施する必要がある。

具体的な
施策内容

救急出場は全事案，新型コロナウィルス感染症疑いとし，感染防止衣，ゴーグル，N95マスクを着用。
陽性者の施設間搬送等にあっては，傷病者へ飛沫防止用シールドを装着することで飛沫の拡散
を防止し，隊員は，フルセットの感染防護衣を着装することで感染を防止。救急資機材等について
は，オゾン水で消毒することで次事案へ備える対応を実施した。

●コロナ禍における救急活動時の隊員の感染防止対策を徹底し，出場した事案に対する救急隊の感染を防ぐこと
が出来た。また，オゾン水生成装置を活用することで，消毒時間が短縮され，速やかに次事案への対応が図られ
た。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 企画課 係名 企画振興係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 26 結婚祝い食事券給付事業

【経費内訳】　

2 1 17 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 1_結婚祝い食事券 682

計 682 計 0

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
結婚・出産・育児の「切れ目のない支援」のために本町が実施する事業のうち、結婚に対する支援
として婚姻に伴う新生活を経済的に支援する目的及び、コロナ禍により影響を受けている町内飲
食関係事業所への支援を目的として実施する。

具体的な
施策内容

本町に住所を有し、婚姻届けを提出された方（ご夫婦)に対し、町内飲食店(利用可能店舗)での
み利用できる「結婚祝い食事券」を給付する。
給付する食事券は、1枚1,000円を30枚(3万円分)とする。(R3年度は、2万円分、R4年度から3万円分）
食事券を給付することによって、町内の飲食店にも経済効果が見込まれる。

●令和３年度より本事業を実施。これまでの実績は食事券の給付が45件、利用可能の店舗利用が40件となって
いる。
　「結婚新生活支援事業」と並行して、より良い結婚生活への支援や積極的に情報発信を行い、町民への周知に
繋がった。今後も、婚姻届窓口と連携し、「切れ目のない支援」として継続していきたい。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 企画 係名 企画振興
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 27 地域提案型事業（空き家利活用）

【経費内訳】　

2 1 12 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

地域提案型事業 5,200 Ｒ4地方創生臨時交付金 5,200

計 5,200 計 5,200

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

①今般の新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、本町集落における運営財源獲得イベント（伝統集
落行事等）が軒並み中止となっており、将来の集落維持に対し、大きな不安が生じている。そのような中、アフ
ター/ウィズコロナにおける、集落の維持継続や地域の活性化を図るための支援策のひとつとして、集落主導
で集落内の空き家を改修し、「宿泊施設や賃貸住宅」として運営する、定住促進のための住宅整備の経費に
対する支援を実施する。

具体的な
施策内容

交付金１件あたり１，３００千円を上限に，総経費の８/１０以内の額を補助。
空き家の改修や民泊等施設への改修費用を助成。

●令和4年度実績　４件

これまでの実績として合計１6件（薩川集落 ３件・西阿室集落 ２件・瀬武集落 ２件・池地集落・須手集落・西古見集
落・篠川集落・網野子集落）の空き家を改修し、その全ての住宅が利活用されている。
事業活用集落において十分地域活性化に資する事業となっており、今後も継続して空き家対策の展開を拡充し集
落の活性化に繋げていきたい。



款 項 目 300000 款 項 目 1

細
節

02

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 商工交通課 係名 商工交通係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 28 令和４年度瀬戸内町商工会プレミアム商品券事業

【経費内訳】　

7 1 2 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 001_プレミアム商品券事業 26,411 Ｒ４　臨時交付金 23,472

（一般財源） 2,939

計 26,411 計 26,411

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
新型コロナウイルス感染症は、未だ収束がみられず、燃油価格・物価高騰の影響も重なり、町民の購買意欲
が減少している現状がある。そのような中、、プレミアム率100％商品券（通常10％に90％上乗せ）の商品券を
販売することにより、町民家計への支援、地元消費拡大、地域の消費喚起による経済活性化を図る。

具体的な
施策内容

　発行総額 50,000千円　原資の25,000千円にプレミアム率100%　25,000千円を加算
　販売金額：1冊　10,000円（500円券×40枚）
　（1冊20,000円分の商品券を10,000円、2,500冊販売）　

●国の事業の活用でプレミアム率100％とプレミアム率が高かったため、第３弾の販売にもかかわらず多くの方に
申込みいただいた。新型コロナウイルス感染症やガソリン等の値上がり、物価高によって消費者の買い控えが発
生している事業所にとっては大きな助けとなり、また、プレミアム率100％と家計にとっても大きな支援となった。



款 項 目 12 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 水産観光課 係名 水産振興係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 29 令和４年度漁業従事者緊急支援事業

【経費内訳】　

6 3 1 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳                                                                                                                                                                                                             

節 費目名 金額 細節 費目名

12 漁業従事者緊急支援事業 2,210 R4臨時交付金 2,182

一般財源 28

計 2,210 計 2,210

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

新型コロナウイルス感染症拡大の影響等で、漁価の低下や燃油価格の上昇、それに加え餌代や漁具が高騰
しており、本町漁業従事者においては、将来の事業継続が困難となっている現状がある。そこで、漁業事業者
への支援として、ゼロカーボンシティ実現へ向けた本町の施策「藻場及びマングローブの育成」や、台風時に
避難港として活用されている大島海峡において、避難船などにカーボンニュートラルの取組に向けた活動を
周知広報し、「企業版ふるさと納税獲得へ向けた働きかけ」などの業務を委託し、漁業経営の安定・継続・所
得向上を図る。

具体的な
施策内容

ブルーカーボンや台風時に海峡内に避難している船舶の調査を委託した。

●仕切り網や囲い網を設置した後に、追跡調査をしたところ仕切り網・囲い網ともに藻が大きく成長して
いるのが確認することができた。また、仕切り網ではアオリイカの産卵も確認でき、水産資源の回復・保
全に期待できる。
マングローブについては、小名瀬地区において地元住民や小中学生・漁業従事者により300本の苗を植栽
し、本町におけるブルーカーボンの取組活動が推進された。



款 項 目 3 款 項 目

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 総務課 係名 危機管理係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 30 災害時対応ソーラーＬＥＤ灯整備事業

【経費内訳】　

9 1 5 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 工事請負費 10,340 地方創生臨時交付金 10,340

計 10,340 計 10,340

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

　アフターコロナを見据え、地域での経済循環を創出させることが重要であることから、夜間でも
地域内を明るく照らすことができる、ソーラーＬＥＤ街路灯を設置し、経済が停滞している本町の商
店街の方々への支援とするとともに、新型コロナウイルス感染防止対策として３密を避け、少人数で
アフターコロナにおける健康維持のためのウオーキングを地域住民が出来るよう支援するために設
置する。また、アフターコロナにおける脱炭素社会実現へ向けた取組の一環とする。

具体的な
施策内容

町内の47地区に137基のソーラーＬＥＤ街路灯を設置した。
（内訳 ： 古仁屋市街地～5地区13基、本島側～17地区49基、加計呂麻島～22地区66基、
請島～2地区6基、与路島3基）

●ＬＥＤ街路灯の設置により、地域の経済の循環が創出され、商店街等の活性化及び脱炭素社会の実現に向けた
取り組みに繋がった。



款 項 目 款 項 目 1

細
節

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 農林課 係名 農政係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 31 瀬戸内町肥料高騰緊急対策事業

【経費内訳】　

6 1 8 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 5,163 Ｒ４　臨時交付金 5,163

計 5,163 計 5,163

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
コロナ禍において、原油価格・物価高騰に直面している農業者に対しの緊急的対策として、肥料価
格の値上げ相当分の差額について助成を行い農業者の経営基盤の強化を図る。

具体的な
施策内容

対象肥料の令和４年７月１日以前とそれ以降の値上げ分の助成を行う
・瀬戸内町内の農業生産者　
・対象肥料　4,444袋 　5,163,494円
・交付事業者　ＪＡあまみ瀬戸内支所、畑種苗店

●高騰した化成肥料価格の値上がり相当分を本交付金により助成したことで、一時的ではあるが農業者の経営経
費の圧迫が軽減されたと思われる。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

2

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 企画課 係名 産業立地係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 33 島を渡る大会出場生徒への旅費・滞在費支援事業（古仁屋高校生対象）

【経費内訳】　

10 1 4 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 1_大会出場費助成 545 Ｒ４　臨時交付金 544

一般財源 1

計 545 計 545

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

鹿児島県本土で開催される「鹿児島県大会」等があるが、新型コロナウィルス感染症が蔓延する
昨今、大会自体の開催も見送られることが多くなり、子供たちにとっては、部活動をする意義、成果
を発揮する機会の減少、将来仲間同士で語り合う思い出の減少など、その影響は多岐に及んでい
る。また、コロナ禍の中、物価高騰等、大会出場に伴う各家庭への経済的負担軽減のための支援。

具体的な
施策内容

奄美大島から県本土への大会に参加するには、航空・航路・陸路での旅費交通費負担、宿泊施設
への滞在費（特に複数日に及ぶ大会参加が必要な部活動においては高額となる）など、現在のコ
ロナ禍における原油価格・物価高騰の影響も重なり、各家計への負担は大きい。そのような、地域の
将来を担う子供たちを育てる世帯への支援として、大会出場費（交通費・宿泊費等）の1/2を補助す
る。（上限２０千円）

●島外への大会出場6団体（38名）と個人2名に対し、船賃と宿泊費の1/2相当の補助。
　近年コロナ禍のため、参加できなかった島外の大会出場をとおし、目標をたて、それに向かって力を合わせて
努力する経験や部活動で学んだ成果を発揮する機会ができた。また、各家庭への経済的負担軽減につながった。



款 項 目 3 款 項 目 1

款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

2

2

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 教委総務課 係名 総務係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 34 島を渡る大会出場生徒への旅費・滞在費支援事業（町内小中学生対象）

【経費内訳】　

10 3 1 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

10 6 1 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 1,126 Ｒ４　臨時交付金 2,138

18 補助金 1,012

計 2,138 計 2,138

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

鹿児島県本土で開催される「鹿児島県大会」等があるが、新型コロナウィルス感染症が蔓延する昨今、大会
自体の開催も見送られることが多くなり、子供たちにとっては、部活動をする意義、成果を発揮する機会の減
少、将来仲間同士で語り合う思い出の減少など、その影響は多岐に及んでいる。また、奄美大島から県本土
への大会に参加するには、航空・航路・陸路での旅費交通費負担、宿泊施設への滞在費（特に複数日に及ぶ
大会参加が必要な部活動においては高額となる）など、現在のコロナ禍における原油価格・物価高騰の影響
も重なり、各家計への負担は大きい。そのような、地域の将来を担う子供たちを育てる世帯への支援として、
大会出場費（交通費・宿泊費等）の1/2を補助する。（上限２０千円）
境の保全」「地域経済の好循環・活性化」の確立を図る。

具体的な
施策内容

部活動等に取り組む児童・生徒保護者への大会出場費補助（鹿児島県大会、九州大会、全国大
会等）
・相撲、女子相撲、空手道、柔道、バスケットボール、バレーボール、サッカー、軟式野球

学校教育の一環として、学習指導要領に位置付けられた部活動は、児童・生徒にとってスポーツ等の幅広い機会を得
られるとともに、体力や技能の向上に資するだけでなく、教科学習とは異なる集団での活動を通じた人間形成の機会
でもある。日頃から、児童生徒は部活動に自主的・自発的に取り組み、学習意欲の向上や責任感、連帯感を涵養してい
るところ、その成果を発揮するための大会会場が本土（鹿児島市、福岡県、東京、北海道）となっている。物価高・原油
高の昨今、地域の将来を担う子どもたちの世帯への大会出場費軽減を図ることができた。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 教委総務課 係名 総務係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 35 教育支援体制整備事業

【経費内訳】　

10 1 2 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 扶助費 3,060 Ｒ４　臨時交付金 3,000

一般財源 60

計 3,060 計 3,060

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

新型コロナウイルス感染症拡大による原油高・物価高の影響により島外へ進学している学生及び保護者の経
済的負担は大きい。島外で学ぶ大学生・短大生・専門学校生等を対象に「学びの継続」を応援するため1人
30,000円の現金給付をおこなう。

具体的な
施策内容

令和4年9月1日現在で学校教育法（ 昭和22年法律第26号） 第１ 条に規定する学校（ 大学及び
高等専門学校に限る。） 同法第97条に規定する大学院， 同法第124条に規定する専修学校又は
同法第134条に規定する各種学校に在学する学生で、かつ瀬戸内町の住民基本台帳に記録され
ている保護者がいる者に対し、1人一律3万円の現金給付をおこなう。

〇当初100名を見込んでいたところ、結果102名の島外大学生等に一律3万円の現金支給をおこなった。物価高・原油
高で「学びの継続」が困難となっている学生に経済的支援を行うとともに、本支援を通じ、ふるさと瀬戸内町への郷土
愛を醸成し、卒業後のＵターン等を促進することができた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 商工交通課 係名 商工交通係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 37･38･41 生活者・事業者物価高騰対策事業

【経費内訳】　

7 1 11 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 生活者・事業者物価高騰対策事業 76,110 Ｒ４地方創生臨時交付金 75,879

（一般財源） 231

計 76,110 計 76,110

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

コロナ禍を要因とした家庭や事業所におけるエネルギー費用高騰に係る負担を軽減し、域内での
消費下支え等を通じた助成を行うことで、現状で物価・エネルギー高騰の影響を受ける方に対す
る経済的支援とし、更に地域内でのポストコロナにおける事業の維持継続の促進を図ることを目的
とする。

具体的な
施策内容

②(1)町内すべての課税世帯（住民税非課税世帯等に対する緊急支援給付金対象者以外）へ一
律30千円の商品券を交付
(2)事務経費
③（93,560千円のうち、44,486千円分が重点交付金分）
(1)１世帯×30千円×3,000世帯＝90,000千円
(2)委託料（印刷製本費　1,000千円、事務費　970千円）
　　消耗品　30千円、郵便料　1,560千円　　合計93,560千円
④瀬戸内町民（課税世帯）

町内すべての課税世帯（住民税非課税世帯等に対する緊急支援給付金対象者以外）へ一律30千円の商品券を
交付し、、新型コロナウイルス感染症やガソリン等の高騰による影響を受けている方に対する経済的支援をする
ことにより、消費者の買い控えが発生している事業所にとっては大きな助けとなり、地域活性化が図られた。



款 項 目 款 項 目 1

細
節

2

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 農林課 係名 営農畜産係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 39 畜産飼料高騰緊急対策事業

【経費内訳】　

6 1 8 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 5,017 Ｒ４　臨時交付金 5,017

計 5,017 計 5,017

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

世界的なコロナ禍からの経済回復に伴う需要の高まりや、ロシア・ウクライナ紛争等の影響に伴う原
油価格の高騰、また世界の人口増加にかかる食料不足の影響等により、飼料購入価格が大幅に
高騰し，畜産農家の経営を逼迫している現状がある。しかしながら、家畜への飼料供給は、生産性
や、商品性向上のため必要不可欠となっていることから、影響を受ける畜産農家に対し、緊急的な
支援措置として、値上げ相当分の差額を助成し、畜産農家の経営基盤の強化を図ることを目的と
して実施する。

具体的な
施策内容

当事業は、令和4年度に新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した、事業で
ある。
肉用牛農家１７戸　成牛371頭×11,000円＝4,081,000円
養豚農家２戸    成豚26頭×36,000円＝936,000円　　

●畜産飼料の高騰により、経営を圧迫している肉用牛農家17戸に4,081千円、養豚農家２戸に９３６千円を助成す
ることで、経営の維持・安定が図られた。
　今後も世界情勢が不安定な状況にあり、購入飼料の高値が続くと予想されるため、自給飼料の確保・増産が急
務である。



款 項 目 4 款 項 目

細
節

2

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 保健福祉課 係名 保健予防係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 40 医療提供体制整備事業

【経費内訳】　

4 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品 743 Ｒ４　臨時交付金 743

計 743 計 743

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
　新型コロナウイルに感染した高齢者施設等に対して、迅速な対応を図るために必要な消耗品等を提供し
感染拡大防止を図る。

具体的な
施策内容

　高齢者施設等の従事者等へ消耗品費等（防護服一式・消毒液・抗原検査キットなど）や防護服
一式（1,000セット）・消毒液10L・検査キット（50回分）を提供することにより、感染拡大防止を図る。

●各施設等に感染拡大防止のための消耗品を事前に配布することにより、施設内でコロナ等が発生したときに、
従事者等への感染を事前に予防するとともに、拡大防止を防ぐことに寄与した。



款 項 目 7 款 項 目 1

細
節

1

～新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金関連事業～

課名 水産観光課 係名 観光振興係
年度
区分

Ｒ４記載事業（完了）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 24 瀬戸内町まちの魅力ＰＲ事業

【経費内訳】　

2 1 12 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 18,590 Ｒ４　臨時交付金 18,590

計 18,590 計 18,590

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、国内観光需要は大幅な減少を見せ、観光を主要産業の
一つとする本町において、関連する飲食・宿泊・アクティビティ事業所などは大変な打撃を受けた。ポストコロナ
においては、日本各地が観光需要の回復を見据えた観光誘致に関する情報発信を強化すると考えられる。
その競争を勝ち抜き、本町の経済を早期回復させるため、世界自然遺産登録地域に含まれる瀬戸内町の特
色を活かした内容の電子雑誌、冊子（紙媒体）、動画を作成し、全国的に本町の知名度を上げることで、ポス
トコロナにおける社会経済活動の再開に伴う観光誘客の増に寄与し、地域の経済好循環に資する事業とす
ることを目的とする。

具体的な
施策内容

発信力のあるタレントを起用したプロモーション
①電子雑誌
②紙冊子（2万部）
③PR動画（15秒・60秒・180秒）

●指名競争入札により、委託事業者を決定、実施。本町のイメージに合ったタレントを起用し、町内で撮影を行い
（R4.10.6～7）、電子雑誌、紙冊子、動画を作成した。
リリース時には、100媒体以上のニュースメディアに記事として掲載。YouTubeにUPされた動画の再生回数は
10万回再生を超え、起用タレントのファンを含めた新たな層の獲得など本町の知名度向上に繋がっていると考え
られる。
今後も地域経済の好循環に資するよう、作成した各媒体を活かしたPRを継続して実施する必要がある。


